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帰
宅
困
難
者
等
対
策
に
つ
い
て

災
害
発
生
時
の
心
得
～
む
や
み
に
移
動

を
開
始
せ
ず
、
落
ち
着
い
た
行
動
を
～

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
公
共

交
通
機
関
が
運
行
を
停
止
し
、
帰
宅
が

困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
災
害
発
生
時
に
多
く
の
人
が

一
斉
に
徒
歩
で
帰
宅
を
始
め
る
と
、
火

災
や
沿
道
の
建
物
か
ら
の
落
下
物
な
ど

に
よ
り
負
傷
す
る
危
険
が
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、
災
害
時
に
優
先
さ
れ
る
べ
き

救
助
・
救
急
活
動
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

【
災
害
発
生
時
に
は
「
む
や
み
に
移
動
を

開
始
し
な
い
」】
▼
ま
ず
は
自
分
の
身
の

安
全
を
確
保
し
よ
う
。
▼
職
場
や
集
客

施
設
等
の
安
全
な
場
所
に
と
ど
ま
ろ
う
。

▼
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
家
族

の
安
否
や
自
宅
の
無
事
を
確
か
め
よ
う
。

▼
交
通
情
報
や
被
害
情
報
な
ど
を
入
手

し
よ
う
。

【
日
ご
ろ
か
ら
準
備
し
て
お
き
た
い
こ
と
】

▼
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち
歩
こ
う
。

▼
職
場
な
ど
に
歩
き
や
す
い
ス
ニ
ー
カ
ー

や
懐
中
電
灯
、
手
袋
、
飲
料
水
や
食
料

な
ど
を
用
意
し
よ
う
。
▼
事
前
に
家
族

な
ど
と
安
否
確
認
の
方
法
や
集
合
場
所

を
話
し
合
っ
て
お
こ
う
。▼
徒
歩
や
バ
ス

に
よ
り
帰
宅
経
路
の
状
況
を
確
認
し
て

お
こ
う
。（
千
葉
県
や
九
都
県
市
で
は
コ

ン
ビ
ニ
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
と
徒

歩
帰
宅
支
援
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

水
道
水
、
ト
イ
レ
や
交
通
情
報
な
ど
を

可
能
な
範
囲
で
提
供
し
て
頂
け
ま
す
。）

災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
～
災
害
時
の
安

否
確
認
方
法
を
確
認
し
よ
う
～

【
災
害
発
生
時
に
は
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ

ス
の
活
用
を
】　

平
成
23
年
３
月
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
家
族
な
ど

と
の
安
否
確
認
の
電
話
が
大
量
に
殺
到

し
、
県
内
で
も
電
話
が
つ
な
が
り
に
く

く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
災
害
の
発
生
時
で
も
家
族

や
知
人
と
の
安
否
確
認
や
避
難
先
の
連

絡
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
災
害

用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
は
、
毎
月
１

日
と
15
日
な
ど
に
体
験
利
用
が
で
き
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
家
族
や
知
人
と

の
安
否
確
認
方
法
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。　

【
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
７
１
）】

　

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
な
ど
の
大
き

な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
被
災
地

の
方
が
「
１
７
１
」
の
番
号
を
ダ
イ
ヤ

ル
す
る
と
、
自
宅
の
電
話
番
号
あ
て
に

音
声
に
よ
る
安
否
情
報
を
録
音
す
る
こ

と
が
で
き
、
電
話
番
号
を
知
っ
て
い
る

方
で
あ
れ
ば
、
全
国
か
ら
再
生
が
で
き

ま
す
。

　

一
般
電
話
、
公
衆
電
話
、
携
帯
電
話

Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
利
用

が
で
き
ま
す
。

《
伝
言
の
登
録
方
法
》
▼
「
１
７
１
」
に

ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
す（
ガ
イ
ダ
ン
ス（
案
内
）

が
流
れ
ま
す
）。
▼
録
音
す
る
に
は「
１
」

を
ダ
イ
ヤ
ル
。
▼
自
宅
の
市
外
局
番
か

ら
の
電
話
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
ガ
イ

ダ
ン
ス
に
従
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
録
音

し
ま
す
。

《
伝
言
の
再
生
方
法
》
▼
「
１
７
１
」
に

ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
す（
ガ
イ
ダ
ン
ス（
案
内
）

が
流
れ
ま
す
）。
▼
再
生
す
る
に
は
「
２
」

を
ダ
イ
ヤ
ル
。
▼
安
否
を
確
認
し
た
い

相
手
の
市
外
局
番
か
ら
の
電
話
番
号
を

ダ
イ
ヤ
ル
し
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て

再
生
し
ま
す
。

【
災
害
用
伝
言
板
】
震
度
６
弱
以
上
の
地

震
な
ど
の
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と

き
に
、
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
機
能
を
使
い
、
自
身
の
安

否
情
報
を
文
字
で
登
録
す
る
こ
と
が
で

き
、
電
話
番
号
を
も
と
に
全
国
の
携
帯

電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
登
録
さ
れ
た
安
否

情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

《
伝
言
の
登
録
方
法
》
▼
メ
ニ
ュ
ー
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
「
災
害
用
伝
言
板
」

を
選
択
。
▼
「
災
害
用
伝
言
板
」
の
中

の
「
登
録
」
を
選
択
。
▼
次
の
４
つ
の

選
択
肢
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
に　

チ
ェ
ッ
ク
（
□
無
事
で
す
。
□
被
害
が

あ
り
ま
す
。
□
自
宅
に
い
ま
す
。
□
避

難
所
に
い
ま
す
。）
▼
任
意
の
コ
メ
ン
ト

を
入
力（
１
０
０
文
字
以
内
）し「
登
録
」

を
押
す
。
※
コ
メ
ン
ト
の
例
…
今
、
家

族
全
員
で
○
○
小
学
校
に
い
ま
す
。

《
伝
言
の
再
生
方
法
》
▼
メ
ニ
ュ
ー
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
「
災
害
用
伝
言
板
」

を
選
択
。
▼
「
災
害
用
伝
言
板
」
の
中

の
「
確
認
」
を
選
択
。
▼
安
否
情
報
を

確
認
し
た
い
人
の
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

の
番
号
を
入
れ
、「
検
索
」
を
押
す
。 

▼
伝
言
が
登
録
さ
れ
て
い
る
と
、
一
覧

が
表
示
さ
れ
る
の
で
、
確
認
し
た
い
安

否
情
報
を
選
択
。

【
安
否
情
報
ま
と
め
て
検
索
「
Ｊ
─
ａ
ｎ

ｐ
ｉ
」】「
電
話
番
号
」
ま
た
は
「
氏
名
」

を
入
力
す
る
こ
と
で
、
各
通
信
会
社
が

提
供
す
る
災
害
用
伝
言
板
、
各
企
業
・

団
体
が
提
供
す
る
安
否
情
報
（
テ
キ
ス

ト
情
報
）
を
一
括
で
検
索
し
、
結
果
を

ま
と
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、安
否
情
報
の
検
索
は
、パ
ソ
コ
ン
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
対
応
し
た
携

帯
電
話
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
可
能
で
す
。

《「
Ｊ
─
ａ
ｎ
ｐ
ｉ
」
の
検
索
ペ
ー
ジ
》
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